
２０２０年５月１２日発刊号 中部方面隊広報紙 第１２９号（１）

方
面
総
監
統
率
方
針

任
務
完
遂

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
水
際
対
策
強
化
に
伴
い
、
帰
国
者
等
に
対
す
る
空
港
か
ら
宿

泊
施
設
へ
の
輸
送
支
援
（
輸
送
支
援
車
両
の
消
毒
を
含
む
。
）
及
び
宿
泊

施
設
に
お
け
る
生
活
支
援
（
食
事
の
配
分
等
）
を
４
月
３
日
（
金
）
か
ら

実
施
し
た
。

ま
た
、
第
３
師
団
（
師
団
長

梶
原
陸
将
）
、
第
10
師
団
（
師
団
長

鈴
木
陸
将
）
、
第
13
旅
団
（
旅
団
長

山
根
陸
将
補
）
、
第
14
旅
団
（
旅

団
長

藤
岡
陸
将
補
）
、
中
部
方
面
衛
生
隊
（
隊
長

岡
部
１
佐
）
は
、

各
地
に
お
い
て
、
市
中
感
染
対
応
に
係
る
災
害
派
遣
等
（
宿
泊
施
設
に
お

け
る
生
活
支
援
、
教
育
支
援
及
び
輸
送
支
援
）
を
実
施
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

水
際
対
策
強
化
及
び
市
中
感
染
対
応
に
係
る

災
害
派
遣
等
を
実
施

候
補
生
、
自
衛
官
と
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
す

本
年
度
の
入
隊
式
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
た
め
、
家
族
等
の

招
待
が
で
き
な
い
中
、

粛
々
と
行
わ
れ
た
。

総
勢
約
２
，
１
０
０
名

の
入
隊
者
は
、
新
制
服
に

身
を
包
み
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
入
隊
申
告
と
服
務

の
宣
誓
等
を
行
い
、
希
望

に
満
ち
た
自
衛
官
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

宣誓を行う候補生（山口駐屯地）

災害
派遣

各人間隔２ｍを保持した入隊式（信太山駐屯地）

中
部
方
面
隊
に

総
勢
約
２
，
１
０
０
名
が
入
隊

４
月
上
旬
、
方
面
区
内
の
各
駐
屯
地
に
お
い
て
、
一
般

曹
候
補
生
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
入
隊
式
が
行
わ
れ
た
。

帰国者等の荷物の積載
（中部国際空港）

輸送支援に向けた防護服の準備
（関西国際空港）

感染防止のための教育 防護服着脱要領の説明

陸
上
自
衛
隊

中
部
方
面
総
監
部
広
報
室
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（２）２０２０年５月１２日発刊号 中部方面隊広報紙

令 和 元 年 度 中 部 方 面 隊 ナ ン バ ー ワ ン 戦 士

方
面
隊
統
制
演
習
場
春
季
整
備

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤

陸
将
）
は
、
４
月
13
日
（
月
）

か
ら
20
日
（
月
）
ま
で
の
間
、

第
３
師
団
長
及
び
第
13
旅
団
長

を
担
任
官
と
し
、
あ
い
ば
野
演

習
場
及
び
日
本
原
演
習
場
に
お

い
て
「
令
和
２
年
度
方
面
隊
統

制
演
習
場
春
季
整
備
」
を
実
施

し
た
。

今
回
の
演
習
場
整
備
で
は
、

約
２
，
３
０
０
名
が
参
加
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
つ
つ
、
各
射
場
、

機
動
路
整
備
等
を
実
施
し
た
。

総
監
は
、
演
習
場
整
備
の
状

況
を
現
地
視
察
し
、
使
用
者
視

点
に
基
づ
く
演
習
場
整
備
が
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

写真掲載予定

９ｍｍ拳銃射撃（陸曹の部）
第１３旅団第８普通科連隊第３中隊
２等陸曹 松田 龍輔
（得点 １２８点）

写真掲載予定

ＴＯＥＩＣ（准曹士の部）
第１０師団第３５普通科連隊第３中隊
２等陸曹 田中 祥五
（得点 ９４０点）

写真掲載予定

基本射撃（陸曹の部）
第１０師団第１４普通科連隊第４中隊
１等陸曹 元尾 将規
（得点 ４９点）

写真掲載予定

基本射撃（陸士の部）
第３師団第３後方支援連隊第１整備大隊本部付隊
１等陸士 亀甲 輝明
（得点 ４８点）

写真掲載予定

応用射撃（陸曹の部）
第１４旅団第１５即応機動連隊
第１普通科中隊
３等陸曹 高橋 祐輔
（命中弾数 １８発）

写真掲載予定

応用射撃（陸士の部）
第３師団第３７普通科連隊第４中隊
１等陸士 窪内 聡
（命中弾数 １６発）

写真掲載予定

体力検定（１０・２０代 男子の部）
中部方面会計隊第３５０会計隊山口派遣隊
３等陸曹 加藤 輝一
（得点 ３００点）

写真掲載予定

体力検定（１０・２０代 女子の部）
第１０師団第１０特科連隊第３大隊本部管理中隊
３等陸曹 永井 美咲
（得点 ３００点）

写真掲載予定

体力検定（３０代 男子の部）
第３師団第３７普通科連隊重迫撃中隊
２等陸曹 萱野 勝也
（得点 ３００点）

写真掲載予定

体力検定（３０代 女子の部）
中部方面後方支援隊第１０７全般支援大隊補給中隊
２等陸曹 宮﨑 やよい
（得点 ３００点）

写真掲載予定

体力検定（４０代 男子の部）
自衛隊愛知地方協力本部
１等陸曹 臼田 智彦
（得点 ３００点）

写真掲載予定

体力検定（４０代 女子の部）
関西補給処祝園弾薬支処
陸曹長 西尾 総子
（得点 ３００点）

写真掲載予定

体力検定（５０代 男子の部）
中部方面情報隊中部方面無人偵察機隊
陸曹長 吉澤 徳彦
（得点 ３００点）

写真掲載予定

体力検定（５０代 女子の部）
中部方面通信群第１０４基地システム通信大隊本部付隊
陸曹長 藤澤 奈穂子
（得点 ２９３点）

中部方面総監現地視察（日本原）

連絡道新設整備（あいば野）

感染症対策教育（日本原）

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 3000 m

９４回 ９５回 ９分１４秒

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 3000 m

８５回 ６１回 １２分０８秒

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 3000 m

６２回 ８６回 １３分１１秒

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 3000 m

７６回 ７６回 １０分１８秒

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 3000 m

７０回 ７０回 １１分２６秒

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 3000 m

５３回 ７３回 １３分０７秒

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 3000 m

４５回 ６５回 １５分２１秒

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 3000 m

７１回 ７７回 １１分１０秒



（３）

総
監
部
隊
視
察

２０２０年５月１２日発刊号 中部方面隊広報紙

４
月
２
日
（
木
）
、
中
部
方
面

総
監
（
野
澤
陸
将
）
は
、
豊
川
駐

屯
地
の
視
察
を
行
っ
た
。
儀
じ
ょ

う
に
よ
る
出
迎
え
を
受
け
た
後
に

慰
霊
碑
へ
の
献
花
、
隊
内
巡
視
、

90
分
に
及
ぶ
隊
員
と
の
懇
談
、
資

料
館
視
察
の
後
、
訓
示
で
は
、
訓

練
等
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
隊
員

に
伝
え
ら
れ
た
。

豊
川
駐
屯
地
は
、
総
監
の
原
隊

で
あ
る
第
10
特
科
連
隊
が
駐
屯
し

て
い
る
。
25
年
振
り
に
豊
川
駐
屯

地
を
訪
れ
た
総
監
は
「
時
代
の
流

れ
を
感
じ
さ
せ
る
。
」
と
コ
メ
ン

ト
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
る
駐
屯
地

整
備
に
よ
り
、
様
変
わ
り
し
た
豊

川
駐
屯
地
を
懐
か
し
み
な
が
ら
部

隊
現
況
を
把
握
さ
れ
た
。

豊
川
駐
屯
地

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、

例
年
各
駐
屯
地
で
行
わ
れ
て
き
た
桜
の
一
般

公
開
は
、
全
て
の
駐
屯
地
で
中
止
さ
れ
た
。

毎
年
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け

て
満
開
の
桜
に
彩
ら
れ
た
駐
屯
地
の
一
般
公

開
は
、
隊
員
も
来
訪
者
の
方
々
も
年
１
度
し

か
な
い
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
来
訪
者

中
部
方
面
隊
60
周
年

テ
ー
マ
及
び
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定
！

令
和
元
年
11
月
末
か
ら
令
和
２
年
１
月
末
ま

で
の
間
、
創
隊
60
周
年
記
念
行
事
に
お
け
る

「
テ
ー
マ
」
、
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
及
び
事
業
内

容
に
つ
い
て
隷
下
全
部
隊
に
意
見
照
会
し
た
。

集
ま
っ
た
テ
ー
マ
は
総
数
４
１
１
件
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
１
５
７
件
を
数
え
た
が
、
総
監
部
内

で
の
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
60
周
年
テ
ー
マ
及

び
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
し
た
。
提
出
い
た
だ
い

た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
市
中
感
染
の
収
束
を
願
い

つ
つ
、
方
面
隊
60
周
年
の
盛
会
に
向
け
た
各
種

応
援
及
び
支
援
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各

駐

屯

地

の

桜

が

開

花

が
今
年
の
桜
を
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

そ
こ
で
、
桜
を
楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ

て
い
た
方
々
に
、
一
部
で
は
あ
る
も
の
の

各
駐
屯
地
の
桜
を
こ
こ
に
掲
載
し
ま
す
。

四
季
の
彩
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

慰霊碑への献花

伊丹駐屯地（左：今年度 右：昨年度）

宇治駐屯地

姫路駐屯地

豊川駐屯地

海田市駐屯地

テーマ

６０年の絆と感謝、

そして未来へ

考案者
中部方面総監部付隊

１等陸曹 池田 光宏

ロゴマーク

考案者
豊川駐屯地業務隊

准陸尉 八田 光泰



善
通
寺
駐
屯
地
は
、
香
川
県
全
域
を
担

当
地
域
と
し
て
、
平
成
30
年
12
月
に
香
川

県
家
族
会
及
び
香
川
県
隊
友
会
と
家
族
支

援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
現
在
両
者

と
連
携
し
な
が
ら
家
族
支
援
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
元
年
７
月
に
は
、
善
通
寺
駐
屯
地

で
実
施
さ
れ
た
納
涼
行
事
に
併
せ
て
、
家

族
会
15
名
と
隊
員
家
族
28
名
と
の
顔
合
わ

せ
行
事
が
実
施
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
お
互
い
の
信
頼
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
２
月
の
南
海
レ
ス

キ
ュ
ー
訓
練
で
は
、
家
族
会
11
名
、
隊
員

家
族
27
名
及
び
業
務
隊
の
隊
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
の
安
否
確
認
訓
練
を
通

じ
て
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
円
滑
な
情

報
伝
達
要
領
を
確
認
し
、
安
否
確
認
の
実

効
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
２
年
２
月
に
は
隊
友
会

の
協
力
の
下
、
宿
舎
に
入
居
す
る
隊
員
家

族
12
名
に
対
し
、
家
族
支
援
施
策
の
概
要

説
明
、
隊
友
会
が
計
画
し
て
い
る
支
援
事

項
の
説
明
及
び
善
通
寺
市
防
災
担
当
者
に

よ
る
防
災
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。
隊
員

家
族
の
防
災
意
識
の
向
上
と
、
宿
舎
地
区

被
災
時
に
お
け
る
家
族
支
援
の
振
作
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
も
隊
員
が
後
顧
の
憂
い
無
く
任
務

に
ま
い
進
で
き
る
よ
う
、
関
係
部
外
協
力

団
体
等
と
連
携
し
つ
つ
、
家
族
支
援
態
勢

の
更
な
る
構
築
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第４１回）

善
通
寺
駐
屯
地
業
務
隊

第
36
普
通
科
連
隊
第
５
代
最
先
任
上
級
曹

長
に
上
番
し
て
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

上
番
当
初
の
気
持
ち
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
准
曹
士
の
ト
ッ
プ
と
し
て
様
々
な
面

で
活
模
範
を
示
し
、
ま
た
、
最
先
任
上
級
曹

長
と
し
て
の
職
務
に
誇
り
を
持
ち
、
謙
虚
な

態
度
で
各
種
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

現
在
私
の
勤
務
す
る
第
36
普
通
科
連
隊
で

は
、
新
年
を
迎
え
る
ご
と
に
部
隊
が
目
標
に

向
け
一
丸
と
な
っ
て
隊
務
に
ま
い
進
す
る
機

運
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
今
年
の

一
文
字
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
連

隊
一
文
字
は
、
「
光
」
で
す
。
目
ま
ぐ
る
し

く
回
る
日
々
の
中
で
、
目
標
に
向
か
い
士
気

旺
盛
に
努
力
し
て
自
ら
が
映
え
る
存
在
に
な

り
、
第
36
普
通
科
連
隊
が
益
々
「
映
え
る
」

存
在
に
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

私
も
隊
員
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ

た
持
ち
場
で
光
り
輝
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

後
輩
た
ち
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今

年
８
月
に
は
53
歳
を
迎
え
ま
す
。
若
い

者
に
は
負
け
ま
せ
ん
。
体
力
・
気
力
の
充
実

に
努
め
、
多
種
多
様
な
任
務
に
即
応
で
き
る

よ
う
に
基
本
・
基
礎
の
確
行
を
重
視
し
、
日

頃
か
ら
現
場
進
出
と
指
導
を
通
じ
て
隊
員
の

意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第３６普通科連隊
最先任上級曹長
（伊丹駐屯地）

准陸尉
竹山 秀雄

伊
丹
駐
屯
地
は
、
兵
庫
県
伊
丹
市
に
所

在
す
る
駐
屯
地
で
す
。
今
回
、
伊
丹
駐
屯

地
食
堂
の
新
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
「
伊
丹

飯
」
（
い
た
み
め
し
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

中
部
方
面
隊
創
隊
60
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
、
昨
年
秋
に
「
伊
丹
駐
屯

地
の
名
物
献
立
を
作
成
せ
よ
！
」
と
の
総

監
の
指
令
を
受
け
、
駐
屯
地
を
挙
げ
て
考

案
し
ま
し
た
。
駐
屯
地
各
部
隊
の
推
薦
メ

ニ
ュ
ー
（
兵
庫
県
内
名
物
グ
ル
メ
）
を
２

月
に
３
週
間
か
け
て
提
供
し
、
隊
員
投
票

結
果
の
上
位
作
品
を
集
約
・
ア
レ
ン
ジ
し

て
完
成
し
ま
し
た
。

伊
丹
駐
屯
地
で
は
４
月
よ
り
月
に
一
度

昼
食
に
出
ま
す
。
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は

ぜ
ひ
一
度
「
伊
丹
飯
」
を
ご
賞
味
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
「
伊
丹
飯
」
に
つ
い
て
は
自
衛

隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
近
々
レ
シ
ピ
も

掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
ご
自

宅
で
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

家族会との顔合わせ行事
（令和元年７月実施）

（４）

「
令
和
２
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
」

「伊丹駐屯地」

１
月
16
、
17
日
は
、
高
知
中
央
高
校
の
生
徒

計
１
３
６
名
が
参
加
し
て
の
体
験
航
海
が
行
わ

れ
た
。
１
日
艇
長
に
任
命
さ
れ
た
生
徒
の
「
出

港
用
意
」
の
号
令
で
出
港
し
た
船
は
、
高
知
の

名
所
「
桂
浜
」
を
海
か
ら
眺
め
る
約
１
時
間
の

航
海
を
行
っ
た
。
関
心
が
低
か
っ
た
生
徒
か
ら

も
「
楽
し
か
っ
た
。
」
と
漏
れ
聞
こ
え
、
自
衛

隊
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

18
、
19
日
は
、
自
衛
隊
に
関
心
が
あ
る
生
徒

や
入
隊
予
定
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
実
施
し
た
。
参
加
し
た
12
名
は
、
自
衛
艦
旗

掲
揚
、
艇
内
見
学
、
消
火
放
水
、
手
旗
、
結
索
、

処
分
艇
乗
艇
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
艦
艇
勤

務
を
体
験
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
、
隊

司
令
・
艇
長
と
の
懇
談
、
海
自
カ
レ
ー
の
体
験

喫
食
、
乗
員
の
勤
務
や
生
活
環
境
に
つ
い
て
の

Ｑ
＆
Ａ
を
通
じ
て
「
海
上
自
衛
官
に
更
に
興
味

が
湧
い
た
。
」
な
ど
の
感
想
を
得
た
。

自
衛
隊
高
知
地
方
協
力
本
部
で
は
引
き
続
き

各
部
隊
と
協
同
し
て
、
様
々
な
体
験
を
通
じ
て

募
集
対
象
者
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
感
じ
さ
せ
、

就
職
の
選
択
肢
と
な
る
募
集
広
報
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

２０２０年５月１２日発刊号 中部方面隊広報紙

ＣＳＭの提言

地本のチカラ

（連載第１８回：高知地本）

自
衛
隊
高
知
地
方
協
力
本
部

（
本
部
長

１
等
陸
佐

石
丸

信
二
（
当
時
）
）
は
令
和
２
年
１

月
16
日
か
ら
19
日
の
間
、
高
知
港

に
お
い
て
募
集
対
象
者
に
対
す
る

掃
海
管
制
艇
「
な
が
し
ま
」
で
の

体
験
航
海
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
企
画
し
た
。

「ながしま」前での集合写真

ロープの結び方を学ぶ参加者

隊友会と連携した官舎地区家族
支援行事（令和２年２月実施）

かつめし
（加古川市）

ぼっかけ
（長田区） スクランブル

エッグ

青海苔かけ
ご飯

アレンジ可
能な複数の
ソース


